
　わたしたちのまち下野市は、良好な住環境をもつ市街地と、緑豊かな農村集落が共存するまちです。
　遠方に雄大な日光連山や筑波山を望み、南北には姿川、田川、鬼怒川が悠久の流れをたたえ、広
大な平地が育まれてきました。風や光は空の広い大地に降り注ぎ、関東平野の豊かな土壌や、河川
や地下水などの豊かな水資源が生産量日本一を誇るかんぴょうなど農産物を実らせます。
　下野市広域に築造された古墳群、奈良時代に建立された下野薬師寺戒壇院及び下野国分寺・国分
尼寺跡、中世に築造された児山城・薬師寺城・箕輪城跡などの歴史的遺産が先人たちの英知とたゆ
まぬ努力により脈々と受け継がれてきました。
　また、古くは東山道、近世には日光街道の宿場町として栄えたほか、近代には国道や鉄道がいち
早く敷設されるなど、下野市は、古来交通の要衝として発展し、物資や人びとの交流が行われてき
ました。こうした文化は、現代にも息づき、歴史・文化などを共有する国内外の都市との交流が盛
んに行われています。
　更に、近年は、自治医科大学を中心に医療体制や研究機関が充実し、安全・安心なまちとして発
展を続けています。
　しかし、地方制度・行財政に関する国の制度改革、平成の市町村大合併、少子高齢化・人口減少
などの時代背景や社会変化による影響をわたしたち市民も受けています。
　そうした中、下野市は、平成１８年１月１０日、明治期以来の郡を越境した３町の対等合併によ
り誕生したことから、三つの地域を越えた新市の自治体運営やまちの在り方を、市民一体となって
創り出していかなければなりません。
　また、わたしたちは、平成２３年３月１１日の東日本大震災を教訓として、非常時に備えた防災
体制の強化だけでなく、平常時からの多様なコミュニティづくりなど、自治の基礎づくりの大切さ
を学びました。
　これからは、自然・歴史・文化などの恵まれた下野市の特性を更にいかし、人びとの営みを次世
代へ引き継がなければなりません。そして、多様な世代が生き生きと暮らし、自律した市民による
自立したまち、故郷として誇れるまちを目指し、下野市民憲章にうたうまちづくりを進める必要が
あります。
　そのためには、市民、議会及び市がそれぞれの責任と役割を自覚し、「人権尊重」、「情報共有」、「市
民参画」を基本原則とし、協働の精神のもと共に力を合わせて、明日の下野市を創造するための仕
組みが必要です。
　ここにわたしたちは、下野市の自治の理念である「市民が主役のまちづくり」を推進するため、
下野市における自治の最高規範として、下野市自治基本条例を定めます。

下野市自治基本条例　 前文

　7回にわたり、条例について掲載してきましたが、今回で最後にな
ります。なお、条例制定過程や条例解説など、詳しい情報は市ホーム
ページでご覧いただけます。

【問い合わせ先】市民協働推進課　☎（40）５５８５
 shiminkyoudousuishin@city.shimotsuke.lg.jp
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